
景気動向調査報告書

この調査は、岡谷市の基幹産業である製造６業種（精密、機械、電気、計量、表面処理、

鋳造）の企業の皆様のご協力により、今期（令和５年４月末）を基準とした業況等について

まとめた報告書です。

令和５年４月末調査

岡谷市産業振興部工業振興課・岡谷商工会議所





• 調査実施期間

前年同期 前 期 今 期 来 期

令和４年４月 令和４年１０月 令和５年４月 令和５年１０月

• 調査業種及び調査企業

調査業種 精密 機械 電気 計量 表面処理 鋳造 合計

調査企業数 ４０ ２７ １１ ７ １２ ３ １００

回答企業数 ４０ ２７ １１ ７ １２ ３ １００

（件数）

• 従業員数

人数 ０～９人 １０～１９人 ２０～２９人 ３０～３９人 ４０～４９人 ５０～９９人 １００人～ 合計

企業数 ２９ １４ ９ ８ １１ １９ １０ １００
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令和５年４月景気動向 調査結果のポイント

○今期の本市製造業の業況DIは、分野を問わず堅調に推移する企業がある一方で、好調を維持していた

半導体関連分野において生産調整の影響を受けるとともに、自動車関連分野においても引き続き受注

が低調であることから、悪化に転じる企業が増加し、２期連続でマイナス水準となりました。

また、来期の見通しについても、総体的に不透明感が強く、業況DIはマイナス水準となっています。

〇製品単価DIはプラス水準で推移していることから、価格転嫁の取組が進められています。他方、収益DI

はマイナス水準で推移していることから、原材料仕入価格や原油価格等の高騰による影響が経営に対し

て負荷となっていることが伺えます。

〇アフターコロナを見据え、新分野展開等の動きや対面での営業・販路開拓等を行う企業が多い一方で、

販路開拓における営業等専門職の人手不足が課題となっています。また、調査企業の半数で従業員が

不足し、特に製造現場の人材が不足している状況であり、中途・新卒採用の強化や労働条件の改善な

ど、人材確保に向けた取組が行われています。
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※棒グラフのプラス側は好転（増加、上昇、余裕）の企業の割合、マイナス側は悪化（減少、低下、
窮屈）の企業の割合です。 折れ線グラフ（ＤＩ）は好転（増加、上昇、余裕）の企業の割合から悪化
（減少、低下、窮屈）の企業の割合を引いた差です。折れ線グラフ（来期の見通し）は調査時の来期
（６ヵ月後）のＤＩ値です。



①業況ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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業況DI 来期の見通しDI

前期と比較したＤＩは▲２８．３ポイントとなり、前期の▲１９．０ポイントより９．３ポイント悪化しました。

また、来期の見通しＤＩは▲１５．０ポイントとなり、前期の▲１３．２ポイントより１．８ポイント悪化しました。
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②生産額ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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生産額DI 来期の見通しDI

前期と比較したＤＩは▲２５．３ポイントとなり、前期の▲１４．１ポイントより１１．２ポイント減少しました。
また、来期の見通しＤＩは▲１４．０ポイントとなり、前期の▲１１．０ポイントより３．０ポイント減少しました。
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③受注額ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】

23.2

2.6

-33.2

-47.5

-64.0

-48.5

27.0

20.1
14.1

-15.1

-34.4

-2.9

13.6

-3.9

-28.5
-28.5

-60.3

-11.2 3.1
4.1 -13.3

-15.2

-19.0

-80.0

-60.0

-40.0

-20.0

0.0

20.0

40.0

60.0

H30.4 H30.10 H31.4 R1.10 R2.4 R2.10 R3.4 R3.10 R4.4 R4.10 R5.4 R5.10(予想)

受注額DI 来期の見通しDI

前期と比べたＤＩは▲３４．４ポイントとなり、前期の▲１５．１ポイントより１９．３ポイント減少しました。

また、来期の見通しＤＩは▲１９．０ポイントとなり、前期の▲１５．２ポイントより４．２ポイント減少しました。
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④操業率ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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操業率DI 来期の見通しDI

前期と比べたＤＩは、▲３２．７ポイントとなり、前期の▲１２．０ポイントより２０．７ポイント低下しました。

また、来期の見通しＤＩは、▲１６．１ポイントとなり、前期の▲１１．１ポイントより５．０ポイント低下しました。
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⑤原材料仕入価格ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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原材料仕入価格DI 来期の見通しDI

前期と比べたＤＩは、６６．７ポイントとなり、前期の９２．９ポイントより２６．２ポイント低下しました。
また、来期の見通しＤＩは、４４．０ポイントとなり、前期の７８．６ポイントより３４．６ポイント低下しました。
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⑥製品単価ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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製品単価DI 来期の見通しDI

前期と比べたＤＩは、２５．４ポイントとなり、前期の１６．０ポイントより９．４ポイント上昇しました。
また、来期の見通しＤＩは、５．１ポイントとなり、前期の１６．１ポイントより１１．０ポイント低下しました。
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⑦収益ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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収益DI 来期の見通しDI

前期と比べたＤＩは▲３７．４ポイントとなり、前期の▲３３．０ポイントより４．４ポイント減少しました。
また、来期の見通しＤＩは▲２５．０ポイントとなり、前期の▲２５．３ポイントより０．３ポイント上昇しました。
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⑧資金繰りＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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資金繰りDI 来期の見通しDI

前期と比べたＤＩは、▲２０．３ポイントとなり、前期の▲１７．２ポイントより３．１ポイント低下しました。

また、来期の見通しＤＩは、▲２１．３ポイントとなり、前期の▲２０．３ポイントより１．０ポイント低下しました。
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⑨支払状況ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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支払状況DI 来期の見通しDI

前期と比べたＤＩは、０．９ポイントとなり、前期の１．０ポイントより０．１ポイント悪化しました。

また、来期の見通しＤＩは、▲２．０ポイントとなり、前期の１．０ポイントより３．０ポイント悪化しました。
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⑩回収状況ＤＩ【前期（6ヶ月前）に比べて】
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回収状況DI 来期の見通しDI

前期と比べたＤＩは、▲０．１ポイントで前期の１．１ポイントより１．２ポイント悪化しました。
また、来期の見通しＤＩは、▲２．０ポイントとなり、前期の０．０ポイントより２．０ポイント悪化しました。
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精密 機械 電気 計量 表面処理 鋳造

前期に比して ▲２６．４ ▲２５．０ ▲９．０ ▲２８．６ ▲７５．０ ３３．３

前年同期に比して ▲２９．０ ▲４２．８ ▲２７．２ ▲１４．２ ▲８３．３ ３３．３

⑪今期の業種別業況ＤＩ
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⑫設備投資について

設備投資を行っている（計画している）と回答した企業が、今期４９社 来期４６社となり、前期より減少し
ています。

調査企業数：１００社

・設備投資の状況について

14
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⑬- 新規販路開拓の取り組みについて

アフターコロナでの新たな受注確保に向け６２社が販路開拓を行って（予定して）います。このうち２８
社が新分野での販路開拓を行って（予定して）おり、新分野への参入、展開に向けた動きが見られます。

調査企業数：１００社

・ ア.新規販路開拓の取り組み状況について

15

項目 回答数

①既存分野で販路開拓している。 ３４社／１００社

②新分野への販路開拓を行っている。 １４社／１００社

③新分野での販路開拓を予定している。 ２社／１００社

④既存分野及び新分野で販路開拓を行っている（予定している）。 １２社／１００社

⑤既存及び新分野ともに販路開拓の予定はない。 ３６社／１００社

無回答 ２社／１００社
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新分野における販路開拓は「医療」が最も多く、次いでロボット産業やＥＶ等のクリーンエネルギー自動車関連も注目さ
れています。
販路開拓先では中部圏及び首都圏をはじめ、全国幅広い地域での販路開拓が行われています。

・イ.販路開拓を行っている（予定している）新分野について ＊複数回答あり

※１３-アで新分野への販路開拓を行う（予定含む。）と答えた企業２８社による

・ウ.販路開拓先の地域について ＊複数回答あり

※１３-アで販路開拓を行う（予定含む。）と答えた企業６２社による

⑬- 新規販路開拓の取り組みについて

項目 回答数

医療 １４社／２８社

ロボット産業 ８社／２８社

クリーンエネルギー自動車関連 ７社／２８社

半導体 ５社／２８社

航空宇宙 ４社／２８社

環境エネルギー
（水素等燃料電池含む）

４社／２８社

デジタル産業 １社／２８社

その他 ８社／２８社

項目 回答数

中部圏 ４３社／６２社

首都圏 ３７社／６２社

近畿圏 ２７社／６２社

九州圏 １８社／６２社

東北圏 １３社／６２社

北陸圏 １２社／６２社

中国圏 １１社／６２社

海外（インド、中国、アメリカ、ドイツ等） １１社／６２社

四国圏 １０社／６２社

北海道 ９社／６２社
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新型コロナウイルス感染症が５類に移行される影響もあり、対面での販路開拓を行う企業が増える
一方で、「営業等専門職不在」、「通常業務繁忙」、「人手不足」が課題となっています。

・エ.販路開拓の実施方法について ＊複数回答あり

※１３-アで販路開拓を行う（予定含む。）と答えた企業６２社による
・オ.販路開拓における課題について ＊複数回答あり

※１３-アで販路開拓を行う（予定含む。）と答えた企業６２社による

⑬- 新規販路開拓の取り組みについて

項目 回答数

営業等専門職不在 ２９社／６２社

通常業務繁忙 ２６社／６２社

人手不足 ２０社／６２社

取り組み手法不明 ９社／６２社

課題なし ４社／６２社

その他 ２社／６２社

項目
今期（R5.4） 前年同期（R4.4）

回答数 回答数

企業訪問による営業活動 ３６社／６２社 ３９社／１００社

ホームページの活用 ３０社／６２社 ３５社／１００社

現地開催の展示会出展 ２０社／６２社 ３１社／１００社

取引企業を通じたあっせん等 ２０社／６２社 ２９社／１００社

支援機関（金融機関等）を通じた
あっせん等

１３社／６２社 項目なし

オンラインによる営業活動 １１社／６２社 １８社／１００社

受注マッチングサイト活用 ６社／６２社 項目なし

オンライン・バーチャル展示会出展 ５社／６２社 項目なし

その他 ２社／６２社 項目なし



⑭-ア 従業員数の現状

従業員数が「不足している」と回答した企業は４９社となりました。そのうち、不足している割合が１０％
未満と回答した企業が約５割、不足している割合が２０％未満とする企業が約９割となりました。
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調査企業数：１００社

項目 回答数

不足している ４９社／１００社

不足していない ５１社／１００社

項目 回答数 回答割合

１０％未満 ２４社／４９社 49.0%

１０～１９％ ２０社／４９社 40.8%

２０～２９％ ２社／４９社 4.1%

無回答 ３社／４９社 6.1%

〇必要な従業員数に対して、何パーセント不足しているか（４９社）



⑯-イ 不足している職種
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調査企業数：「不足している」と回答した４９社 ＊複数回答あり

従業員が不足していると回答した４９社の中で、最も不足している職種は製造職で、次いで技術職、
営業職という結果となりました。製造現場での人材確保が課題となっています。
※○数字は、回答数による順位

項目 回答数
回答
割合 順位 項目 回答数

回答
割合 順位

製造職 ３３社／４９社 33.3％ ① 品質管理・検査職 ７社／４９社 7.1％ ⑤

技術職 ２６社／４９社 26.3％ ② 管理職候補 ６社／４９社 6.1％ ⑥

営業職 １３社／４９社 13.1％ ③ 研究開発職 ４社／４９社 4.0％ ⑦

管理職 ８社／４９社 8.1％ ④ 事務職 ２社／４９社 2.0％ ⑧



⑯-ウ 従業員の不足に対する取り組みの予定

従業員が不足していると回答した４９社のうち、「中途採用の強化」を図る企業が最も多くなっています。
また、労働条件・職場環境の改善、外国人・女性やシニアの採用など多様な手段で人手不足の解決を図る取組が

行われています。
※○数字は、回答数による順位、複数回答あり
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調査企業数：「不足している」と回答した４９社

項目 回答数
回答
割合 順位 項目 回答数

回答
割合 順位

中途採用の強化 ３９社／４９社 31.7% ① 外国人の積極採用 ９社／４９社 7.3% ⑥

新卒採用の強化 ２１社／４９社 17.1% ② 第２新卒採用の強化 ７社／４９社 5.7% ⑦

労働条件の改善 １３社／４９社 10.6% ③ DX・IT活用による事業
効率化

７社／４９社 5.7% ⑦

採用活動を更に強化 １０社／４９社 8.1% ④ 女性やシニアの採用 ６社／４９社 4.9% ⑨

職場環境の改善 １０社／４９社 8.1% ④ 障がい者の積極採用 １社／４９社 0.8% ⑩


